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環境研究総合推進費の実施概要について  

１．過去５年間の応募・採択状況 

環境研究総合推進費の過去５年（令和２年新規課題公募～令和６年新規課題公募）の応募・採択

状況は以下のとおり。 

（１）環境問題対応型研究、次世代事業、革新型研究開発（若手枠）への応募・採択の状況 

 R2 R3 R4 R5 R6 

問対等・

若手 

申請件数 328 303 327 319 332 

採択件数 55 45 60 56 56 

採択率 16.8% 14.9% 18.3％ 17.6% 16.9% 

（内訳）      

問対等 

申請件数 268 249 272 259 280 

採択件数 38 31 44 37 36 

採択率 14.2% 12.4% 16.2% 14.3% 12.9% 

若手枠 

申請件数 53 54 51 60 52 

採択件数 15 14 15 19 20 

採択率 28.3% 25.9% 29.4% 31.7% 38.5% 

特記事項 
地域適応枠の

設定 

地域適応枠の

設定 
MF 枠新設 

若手 300 万

円枠新設 
 

（R4 年度は FS 申請４件、採択１件。R2 年度は FS が申請７件、採択２件が別途あり） 

 

（２）戦略的研究開発（I・Ⅱ）への応募・採択の状況 

 区分 プロジェクト名 採択件数 

R２ 

戦略１ S-18 気候変動影響予測・適応評価の総合的研究 19 

戦略Ⅱ 

SⅡ‐6 
水俣条約の有効性評価に資するグローバル水銀挙動のモ

デル化及び介入シナリオ策定 
6 

SⅡ‐7 

新たな海洋保護区（沖合海底自然環境保全地域）管理の

ための深海を対象とした生物多様性モニタリング技術開

発 

6 

R3 

戦略１ 

S-19 
プラスチックの持続可能な資源循環と海洋流出制御に向

けたシステム構築に関する総合的研究 
9 

S-20 
短寿命気候強制因子による気候変動・環境影響に対応す

る緩和策推進のための研究 
12 

戦略Ⅱ SⅡ-８ 
温室効果ガス収支のマルチスケール監視とモデル高度化

に関する統合的研究 
7 

R4 
戦略Ⅱ SⅡ-９ 

中間貯蔵施設周辺復興地域の融合的な環境再生・環境創

生に向けた研究 
7 

R5 戦略１ S-21 
生物多様性と社会経済的要因の統合評価モデルの構築と

社会適用に関する研究 
20 
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戦略Ⅱ 
SⅡ-10 

海底プラスチックごみの実態把握及び回収支援に向けた

手法・技術の開発 
8 

SⅡ-11 世界の主要都市に関する気候安全保障リスクの評価 10 

R6 戦略１ 

S-22 
気候変動緩和に向けた温室効果ガスおよび大気質関連物

質の監視に関する総合的研究 
10 

S-23 
沿岸環境・生態系の統合的管理のためのデジタルツイン

プラットフォームの構築 
13 

 

２．研究課題実施状況 

（１）各年度の課題実施状況（予算額、研究機関構成など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度（2023 年度）課題実施状況 

令和 4 年度（2022 年度）課題実施状況 

令和 3 年度（2021 年度）課題実施状況 
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（２）実施研究課題 事例紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度（2020 年度）課題実施状況 
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（３）実施研究課題 事例紹介 

（環境研究総合推進費の研究成果について、各研究機関から出されたプレスリリース） 
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３．重点課題ごとの行政要請研究テーマ提示数（R2-R６公募合計数） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な社会の実現に向けたビジョン・
理念の提示 

ビジョン・理念の実現に向けた研究・技術
開発 

持続可能な社会の実現に向けた価値観・
ライフスタイルの変革 

環境問題の解決に資する新たな技術シー
ズの発掘・活用 

災害・事故に伴う環境問題への対応に貢
献する研究・技術開発 

グローバルな課題の解決に貢献する研
究・技術開発（「海洋プラスチックごみ問題
への対応」） 

気候変動の緩和策に係る研究・技術開発 

気候変動への適応に係る研究・技術開発 

地球温暖化現象の解明・予測・対策評価 

地域循環共生圏形成に資する廃棄物処理
システムの構築に関する研究・技術開発 

ライフサイクル全体での徹底的な資源
循環に関する研究・技術開発 

社会構造の変化に対応した持続可能な廃棄
物の適正処理の確保に関する研究・技術開
発 

生物多様性の保全に資する科学的知見の
充実や対策手法の技術開発に向けた研究 

生態系サービスの持続的な利用やシス
テム解明に関する研究・技術開発 

化学物質等の包括的なリスク評価・管
理の推進に係る研究 

化学物質等の包括的なリスク評価・管理の
推進に係る大気・水・土壌等の環境管理・改
善のための対策技術の高度化及び評価・
解明に関する研究 

統合領域 

気候変動領域 

資源循環領域 

自然共生領域 

安全確保領域 

※複数の重点課題と関連する行政要請研究テーマはダブルカウントで集計した 


